
 

覚醒剤・大麻等薬物乱用の防止 

について 
 
  覚醒剤、大麻、ＭＤＭＡ、危険ドラッグ等の違法薬物は、精神に影響を及
ぼし、習慣性があるため、使用等が法律により禁止又は制限されています。
  これらの薬物を乱用すると、精神や身体をむしばむばかりでなく、薬理
作用から、幻覚、妄想等の精神障害に陥り、殺人、放火等の重大事件、交
通事故を引き起こす場合もあるなど、社会の安全を脅かすものです。 
 
●大麻事犯の増加 
　大麻事犯の検挙人数は、平成２６年以降増加傾向
が続いており、令和５・６年は６，０００人を超え
る高い水準となっています。 
　特に年齢層別では、１０代・２０代が全体の 
７割を超えるなど、若者を中心とした大麻の乱用
拡大が問題となっています。 
●大麻に関する法規制の改正 
　令和６年１２月１２日の法規制の改正により、大麻は所持だけではなく、
使用も犯罪となりました。 
　大麻の所持・使用は７年以下の懲役（営利目的以外）！！ 
　海外では、大麻成分入りのキャンディやクッキー等の食品が販売されて
おり、お土産として日本に持ち込もうとして検挙されるケースがあるので
注意してください。 
●大麻の有害性 

●薬物乱用問題に関する相談電話 
　栃木県・・・覚醒剤１１０番（０２８－６２４－１０７４）

                      

令 和 ７ 年 ６ 月 号

栃木県那珂川警察署

T E L 0 2 8 7 - 9 2 - 0 1 1 0

下 郷 駐 在 所
T E L 0 2 8 7 - 9 3 - 0 4 6 0

令和７年中の下郷駐在所事件事故発生件数　　　　　刑 法 犯　　　　 　５　件 

（５月３１日現在の暫定値）　　　　　　　　　　　重傷事故　 　　　　０　件 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　重傷・・・１か月以上の治療を要する負傷


